
平成３０年度 福井県警察官（男性Ａ）（女性Ａ）採用試験概要 

 

 

■申込書配布開始日 ： ５月１４日（月） 

 

■受付期間     ： ６月１日（金）～６月１５日（金） 

 

■第１次試験日   ： ７月８日（日） 

 

■第１次試験会場  ： 福井県立大学（永平寺町） 

 

※申込書は５月１４日（月）にホームページにも掲載します。 

 

１ 試験区分、採用予定人員および職務内容   

試験区分 採用予定人員 職 務 内 容 

男性Ａ ４０人 
警察官として、個人の生命、身体および財産の保護、

犯罪の予防、鎮圧および捜査、被疑者の逮捕、交通の

取締その他公共の安全と秩序の維持のための任務に従

事します。 
女性Ａ １１人 

※採用予定人員は変更になる場合があります。  

 

２ 受験資格 

  警察官採用試験は、「男性Ａ」、「男性Ｂ」、「女性Ａ」、「女性Ｂ」の区分に分けて行います

が、この試験の募集対象は次の試験区分「男性Ａ」および「女性Ａ」（大学卒）該当者です。 

 なお、試験区分「男性Ｂ」および「女性Ｂ」(高校卒業程度）に該当する者については、

９月に採用試験を予定しています。  

試験区分 学   歴 年齢・性別 

男性Ａ 学校教育法による大学（短期大学を除

き、人事委員会が同等と認めるものを

含む。） を卒業した者または平成３１

年３月３１日までに卒業見込みの者 

昭和６３年４月２日以降に

生まれた男性 

女性Ａ 
昭和６３年４月２日以降に

生まれた女性 

ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。  

 ① 日本の国籍を有しない者  

 ② 地方公務員法第 16条の欠格条項に該当する者 

ア 成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む。） 

 イ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けること

がなくなるまでの者  

ウ 福井県において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

エ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を

暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入し

た者 

 

 



 ３ 試験の方法 

   次により、第１次試験と、第１次試験合格者に対して第２次試験を行います。 

試 験 種 目 

〔配 点〕 
内       容 

第 

１ 

次 

試 

験 

教養試験 

〔１００点〕 

警察官として必要な一般的知識および知能について、大学卒業程度で択一式に

よる筆記試験を行います。 [２時間３０分]  

適性検査Ⅰ 警察官として職務遂行上必要な素質および適性についての検査を行います。 

第

２

次

試

験 

論文試験 

〔５０点〕 

主として文章による表現力等をみるために、記述式による筆記試験を行いま

す。 [１時間] 

身体的条件 

検 査 

警察官として職務遂行上必要な身体的条件について、次の項目により行います。 

検査項目 基     準 

視力 
両眼ともに裸眼視力が０．６以上または矯正視力が１．０以上で

あること 

色覚 職務遂行上支障のないこと 

その他 職務遂行上支障のない身体的状態であること 

体力試験 

〔５０点〕 

警察官として職務遂行上必要な体力について、次の項目により試験を行います。 

試験項目 
基     準 

警察官（男性Ａ） 警察官（女性Ａ） 

握力 
３７キログラム以上であるこ

と 

２１キログラム以上であるこ

と 

上体起こし 
３０秒間につき１２回以上行

えること 

３０秒間につき５回以上行え

ること 

反復横とび 
２０秒間につき３１回以上行

えること 

２０秒間につき２７回以上行

えること 

２０ｍシャト

ルラン（注) 
１８回以上行えること １０回以上行えること 

立ち幅とび 
１６２センチメートル以上で

あること 

１１３センチメートル以上で

あること 

段位加点 

〔上限 10点〕 

柔道または剣道の段位初段以上について申請のあった場合に、一定点を加点し

ます。 

対象者 

申込書提出期限までに次の段位を取得している人 

 柔道初段以上（（公財）講道館の認定に限る。） 

 剣道初段以上（（一財）全日本剣道連盟の認定に限る。） 

申請方法 

申込書ⅠおよびⅡの資格・段位加点申請欄に記入してください。 

なお、記入した段位については、段位授与機関に段位取得の確認照

会を行います。 

口述試験 

〔２００点〕 
受験者の人柄および性格等をみるために、個別面接により行います。 

適性検査Ⅱ 警察官として職務遂行上必要な素質および適性についての検査を行います。 

外国語資格

加点 
英語の一定水準以上の語学資格を有する方について、一定点を加点します。 



そ

の

他 

身体検査書の 

提 出 

第１次試験合格者に対し、職務遂行に支障をきたすおそれのある疾病の有無

をみるため、身体検査書の提出を求めます。 

受験資格の 

確 認 
第１次試験合格者に対し、受験資格の有無について証明書等で確認します。 

（注）２０ｍシャトルランは、だんだん早くなる電子音に合わせて往復走を行い、持久力を 

測定するものです。 

※ 最終合格者は、第１次試験および第２次試験の成績を総合して決定します。 

※ 外国語資格加点について 

   全ての試験区分において、資格加点を行います。 

   次のいずれかの資格等を取得している場合は、第２次試験の総合得点に加点されます。 

   なお、複数の資格等を取得している場合でも、申請できるのは一つの資格等に限りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

   ・有効期限があるものについては、有効期限内のものに限ります。 

   ・団体受験用の TOEIC-IPについても認めます。 

 

 

４ 試験の日時および場所  

区分 試験日時 試験会場 

第１次試験 

平成３０年７月８日（日） 

集合時間：午前８時４０分 

試験終了予定時刻：午後１時ごろ 

福井県立大学 共通講義棟 

（吉田郡永平寺町松岡兼定島 

4-1-1）  

第２次試験 

平成３０年８月５日（日）と８月６日（月）

～８月８日（水）のうち指定する１日の合計

２日間の予定です。詳しくは第１次試験合格

者に通知します。 

第１次試験合格者に交付する

第２次試験受験票に記載して

通知します。（試験地は、福井

市を予定しています。） 

 

 

５ 合格者の発表  

区 分 発表の日時 発表の方法 

第１次試験 

合格者 

平成３０年７月２０日（金） 

午前９時 

合格者の受験番号を福井県庁１階

の掲示板および福井県人事委員会

事務局のホームページに掲載する

ほか、合格者には郵便で通知しま

す。 

英語 

基    準 加  点 

TOEIC        730点以上 

TOEFL iBT        80点以上 

実用英語技能検定  準 1級、1級 

１０点 

TOEIC        600点以上 

TOEFL iBT        65点以上 
５点 



最終合格者 
平成３０年８月下旬 

（第２次試験日に発表します。） 

合格者の受験番号を福井県庁１階

の掲示板および福井県人事委員会

事務局のホームページに掲載する

ほか、第２次試験受験者全員に合否

の結果を郵便で通知します。 

 

 

６ 受験手続および受付期間  

（１）受験手続 

受験手続はインターネット経由（電子申請）による申込み、郵送または持参による申込 

みの２通りあります。 

（２）受付期間 

平成３０年６月１日（金）から６月１５日（金）まで 

 

 

７ お問い合わせ先 

福井県人事委員会事務局 
〒910‐8580 福井市大手３丁目１７番１号（福井県庁６階） 

     TEL：0776-20-0593 直通 

福井県警察本部 警務課  
〒910‐8515 福井市大手３丁目１７番１号（警察本部４階） 

TEL:0776-22-2880内 2653・2654、ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-207-110） 
 

 


